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(57)【要約】
【課題】本願発明は単結晶産品用調節可能な切断水洗脱
ガム装置を開示した。
【解決手段】
本体を含み、前記本体の中には作動空間が設けられ、前
記作動空間の中には挟み柱が設けられ、前記挟み柱の外
周には単結晶棒を固定できる挟み機構が設けられ、前記
挟み柱の下側には支持ブロックが固定的に設けられ、前
記作動空間の底壁にはスライド板がスライドできるよう
に設けられ、前記支持ブロックが前記スライド板に固定
的に設けられ、前記作動空間の下側のうち左のところに
は移動溝が形成され、前記移動溝の中には前記スライド
板の左右へのスライドを制御できる移動機構が設けられ
、前記作動空間の頂壁には左右対称の二つの第一金属カ
バーがヒンジによって連結され、前記作動空間の中には
支持枠と動力箱とが設けられ、前記支持枠と前記動力箱
の頂面にはいずれもスライドロッドがヒンジによって連
結されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
本体を含み、前記本体の中には作動空間が設けられ、前記作動空間の中には挟み柱が設け
られ、前記挟み柱の外周には単結晶棒を固定できる挟み機構が設けられ、前記挟み柱の下
側には支持ブロックが固定的に設けられ、前記作動空間の底壁にはスライド板がスライド
できるように設けられ、前記支持ブロックが前記スライド板に固定的に設けられ、前記作
動空間の下側のうち左のところには移動溝が形成され、前記移動溝の中には前記スライド
板の左右へのスライドを制御できる移動機構が設けられ、前記作動空間の頂壁には左右対
称の二つの第一金属カバーがヒンジによって連結され、
前記作動空間の中には支持枠と動力箱とが設けられ、前記支持枠と前記動力箱の頂面には
いずれもスライドロッドがヒンジによって連結され、二つの前記スライドロッドが左右対
称であり、前記スライドロッドがいずれも前記第一金属カバーとスライドできるように連
結され、前記スライドロッドの頂面と前記第一金属カバーとの間にはいずれも第一バネが
取り付けられ、前記支持枠の下側には前記単結晶棒を円形シート状に切断できる切断機構
が設けられ、前記動力箱の右側には前記動力箱と前記支持枠との上下移動を制御できる昇
降機構が連結され、前記動力箱の中には動力空間が設けられ、前記動力空間の中には前記
切断機構と前記昇降機構とに動力を提供できる動力機構が設けられ、前記作動空間の下側
のうち右のところには水洗空間が連通しており、前記水洗空間の中には切断された前記単
結晶棒の単結晶円形シートを受けて水洗脱ガムすることができる水洗機構が設けられてい
ることを特徴とする単結晶産品用調節可能な切断水洗脱ガム装置。
【請求項２】
前記挟み機構は固定カバーを含み、前記固定カバーが前記挟み柱の外周に固定的に設けら
れ、前記固定カバーの左側には上下対称の二つのシリンダーが固定的に設けられ、前記シ
リンダーの右側にはいずれも押し動かしロッドが伝動できるように連結され、前記押し動
かしロッドのうち右方へ延びた部分がいずれも前記固定カバーの内壁を貫通しており、前
記押し動かしロッドのうち右方へ延びた部分の右側面にはいずれも第一連結ロッドがヒン
ジによって連結され、前記第一連結ロッドのもう一側面にはいずれも第二連結ロッドがヒ
ンジによって連結され、前記第二連結ロッドの曲がった部分がいずれも前記挟み柱とヒン
ジによって連結され、前記第二連結ロッドの曲がった部分の右側面にはいずれも挟みカバ
ーが固定的に設けられ、前記作動空間の底壁には補助台が固定的に設けられ、前記補助台
が前記挟み柱の右側に位置することを特徴とする請求項１に記載の単結晶産品用調節可能
な切断水洗脱ガム装置。
【請求項３】
前記移動機構は第一モーターを含み、前記移動溝の下側には歯車空間が連通しており、前
記第一モーターが前記歯車空間の底壁に固定的に嵌め込まれており、前記歯車空間の中に
は第一傘歯車が設けられ、前記第一傘歯車と前記第一モーターとが伝動できるように連結
され、前記歯車空間の後壁には短軸が回転できるように設けられ、前記短軸の外周には第
二傘歯車と第一歯車とが固定的に設けられ、前記第一歯車が前記第二傘歯車の後側に位置
し、前記第二傘歯車と前記第一傘歯車とが噛合しており、前記第一歯車のうち上方へ延び
た部分が移動溝の中に入り、前記スライド板の下側面には歯が付いており、前記第一歯車
と前記スライド板の下側面とが噛合していることを特徴とする請求項１に記載の単結晶産
品用調節可能な切断水洗脱ガム装置。
【請求項４】
前記切断機構は前記動力箱の左側面に固定的に設けられた矩形ブロックを含み、前記矩形
ブロックの左側面には前後対称の二つの従動輪が回転できるように設けられ、前記支持枠
には切断軸が回転できるように取り付けられ、前記切断軸の外周には切断リールが固定的
に設けられ、前記切断リールと二つの前記従動輪との間にはダイヤモンド切断線が取り付
けられ、前記切断軸のうち右方へ延びた部分が前記支持枠と前記動力箱の内壁を貫通して
前記動力空間の中に入ることを特徴とする請求項１に記載の単結晶産品用調節可能な切断
水洗脱ガム装置。
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【請求項５】
前記昇降機構はベルト軸を含み、前記ベルト軸が前記動力箱の右側面に回転できるように
設けられ、前記ベルト軸のうち左方へ延びた部分が前記動力空間の中に入り、前記作動空
間の頂壁には左右対称の二つの第二金属カバーが固定的に設けられ、前記第二金属カバー
にはいずれもスライドブロックがスライドできるように連結され、前記スライドブロック
と前記第二金属カバーとの間にはいずれも第二バネが取り付けられ、二つの前記スライド
ブロックの間には従動軸が回転できるように設けられ、前記作動空間の頂壁には固定柱が
固定的に設けられ、前記固定柱の左側には伝動軸が回転できるように連結され、前記作動
空間の上側には伝動空間が設けられ、前記伝動空間と前記作動空間との間には連結空間が
連通するように設けられ、前記伝動空間の右壁には横軸が回転できるように設けられ、前
記ベルト軸と、前記従動軸と、前記伝動軸と前記横軸との間には第一ベルトが取り付けら
れ、前記第一ベルトが前記連結空間を貫通していることを特徴とする請求項１に記載の単
結晶産品用調節可能な切断水洗脱ガム装置。
【請求項６】
前記支持枠の上側面には第一ねじスリーブが固定的に設けられ、前記動力箱の上側面には
第二ねじスリーブが固定的に設けられ、前記作動空間と前記伝動空間との間の内壁には第
一ねじボルトと第二ねじボルトとが回転できるように設けられ、前記第一ねじボルトが前
記第二ねじボルトの左側に位置し、前記第一ねじボルトと前記第二ねじボルトとのうち上
方へ延びた部分がいずれも前記伝動空間の中に入り、前記第一ねじボルトの上側面には第
一プーリーが固定的に設けられ、前記第二ねじボルトの外周には第二プーリーが固定的に
設けられ、前記第一プーリーと前記第二プーリーとの間には第二ベルトが取り付けられ、
前記第一ねじボルトと前記第二ねじボルトとのうち下方へ延びた部分がいずれも前記作動
空間の中に入り、前記第一ねじボルトと前記第一ねじスリーブとがねじ山によって連結さ
れ、前記第二ねじボルトと前記第二ねじスリーブとがねじ山によって連結され、前記第二
ねじボルトの上側面には第三傘歯車が固定的に設けられ、前記横軸の左側面には第四傘歯
車が固定的に設けられ、前記第三傘歯車と前記第四傘歯車とが噛合していることを特徴と
する請求項５に記載の単結晶産品用調節可能な切断水洗脱ガム装置
【請求項７】
前記動力機構は前記動力空間の右壁に固定的に設けられた第二モーターを含み、前記第二
モーターの左側には爪車部品が伝動できるように連結され、前記動力空間の左壁には歯車
軸が回転できるように設けられ、前記歯車軸と前記爪車部品とが固定的に連結され、前記
歯車軸の外周には第二歯車が固定的に設けられ、前記切断軸の右側面には第三歯車が固定
的に設けられ、前記第三歯車と前記第二歯車とが噛合しており、前記ベルト軸の左側面に
は第四歯車が固定的に設けられ、前記第四歯車と前記爪車部品とが噛合していることを特
徴とする請求項１に記載の単結晶産品用調節可能な切断水洗脱ガム装置。
【請求項８】
前記水洗機構は水洗輪を含み、前記水洗輪が前記水洗空間の底壁に回転できるように設け
られ、前記水洗輪の頂面にはスポンジが固定的に設けられ、前記水洗空間の底壁には第三
モーターが固定的に嵌め込まれており、前記第三モーターと前記水洗輪とが伝動できるよ
うに連結され、前記水洗輪の内壁には五つのガム排出穴が等間隔に配列され、前記水洗空
間の左右両側壁にはいずれも補助ブロックが固定的に設けられ、前記補助ブロックの下側
にはいずれも回転盤が回転できるように取り付けられ、前記回転盤の下側にはブラシが固
定的に取り付けられ、前記水洗空間の下側には廃棄物保存空間が連通するように設けられ
、前記廃棄物保存空間の下側には汚水排出管が連通するように取り付けられ、前記汚水排
出管は外部と連通でき、前記汚水排出管の下側面には廃棄物排出バルブが固定的に設けら
れ、前記廃棄物保存空間の右側には液体注入管が連通するように設けられ、前記液体注入
管が外部と連通しており、前記液体注入管のうち外部に位置する部分には液体注入バルブ
が固定的に取り付けられていることを特徴とする請求項１に記載の単結晶産品用調節可能
な切断水洗脱ガム装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
本願発明は単結晶技術分野を取り上げて、具体的には単結晶産品用調節可能な切断水洗脱
ガム装置である。
【背景技術】
【０００２】
現在では、単結晶産品がますます広く使用されており、単結晶棒の成形加工は切断工程と
水洗脱ガム工程とを含み、多い設備と労働力が必要とされ、切断について、今市販してい
る低いコストと高い性能とを持つ設備のほとんどが自動送り機能と自動切断機能とを備え
ていなく、手動で操作しなければならなく、また、自動切断機能を実現するには複数のモ
ーターが同時に異なった運動を制御する必要があり、また、一般的な挟み装置は安定性が
悪く、水洗脱ガムについて、現在の単結晶棒水洗脱ガム設備が切断された単結晶棒を水洗
脱ガムした後、のりと屑とが脱ガム台の底部に溜まりやすく、時間が長く経つと引き続き
の脱ガムに影響する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】中国特許出願公開第１０７４３３２７７号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
本願発明の目的は単結晶産品用調節可能な切断水洗脱ガム装置を提供し、それは上記の現
在の技術中の問題を解決できる。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
上記の課題を解決するため、本願発明は以下の技術プランを採用する：本願発明の結晶産
品用調節可能な切断水洗脱ガム装置は、本体を含み、前記本体の中には作動空間が設けら
れ、前記作動空間の中には挟み柱が設けられ、前記挟み柱の外周には単結晶棒を固定でき
る挟み機構が設けられ、前記挟み柱の下側には支持ブロックが固定的に設けられ、前記作
動空間の底壁にはスライド板がスライドできるように設けられ、前記支持ブロックが前記
スライド板に固定的に設けられ、前記作動空間の下側のうち左のところには移動溝が形成
され、前記移動溝の中には前記スライド板の左右へのスライドを制御できる移動機構が設
けられ、前記作動空間の頂壁には左右対称の二つの第一金属カバーがヒンジによって連結
され、前記作動空間の中には支持枠と動力箱とが設けられ、前記支持枠と前記動力箱の頂
面にはいずれもスライドロッドがヒンジによって連結され、二つの前記スライドロッドが
左右対称であり、前記スライドロッドがいずれも前記第一金属カバーとスライドできるよ
うに連結され、前記スライドロッドの頂面と前記第一金属カバーとの間にはいずれも第一
バネが取り付けられ、前記支持枠の下側には前記単結晶棒を円形シート状に切断できる切
断機構が設けられ、前記動力箱の右側には前記動力箱と前記支持枠との上下移動を制御で
きる昇降機構が連結され、前記動力箱の中には動力空間が設けられ、前記動力空間の中に
は前記切断機構と前記昇降機構とに動力を提供できる動力機構が設けられ、前記作動空間
の下側のうち右のところには水洗空間が連通しており、前記水洗空間の中には切断された
前記単結晶棒の単結晶円形シートを受けて水洗脱ガムすることができる水洗機構が設けら
れている。
【０００６】
更の技術プラン、前記挟み機構は固定カバーを含み、前記固定カバーが前記挟み柱の外周
に固定的に設けられ、前記固定カバーの左側には上下対称の二つのシリンダーが固定的に
設けられ、前記シリンダーの右側にはいずれも押し動かしロッドが伝動できるように連結
され、前記押し動かしロッドのうち右方へ延びた部分がいずれも前記固定カバーの内壁を
貫通しており、前記押し動かしロッドのうち右方へ延びた部分の右側面にはいずれも第一



(5) JP 2021-13006 A 2021.2.4

10

20

30

40

50

連結ロッドがヒンジによって連結され、前記第一連結ロッドのもう一側面にはいずれも第
二連結ロッドがヒンジによって連結され、前記第二連結ロッドの曲がった部分がいずれも
前記挟み柱とヒンジによって連結され、前記第二連結ロッドの曲がった部分の右側面には
いずれも挟みカバーが固定的に設けられ、前記作動空間の底壁には補助台が固定的に設け
られ、前記補助台が前記挟み柱の右側に位置する。
【０００７】
更の技術プラン、前記移動機構は第一モーターを含み、前記移動溝の下側には歯車空間が
連通しており、前記第一モーターが前記歯車空間の底壁に固定的に嵌め込まれており、前
記歯車空間の中には第一傘歯車が設けられ、前記第一傘歯車と前記第一モーターとが伝動
できるように連結され、前記歯車空間の後壁には短軸が回転できるように設けられ、前記
短軸の外周には第二傘歯車と第一歯車とが固定的に設けられ、前記第一歯車が前記第二傘
歯車の後側に位置し、前記第二傘歯車と前記第一傘歯車とが噛合しており、前記第一歯車
のうち上方へ延びた部分が移動溝の中に入り、前記スライド板の下側面には歯が付いてお
り、前記第一歯車と前記スライド板の下側面とが噛合している。
【０００８】
更の技術プラン、前記切断機構は前記動力箱の左側面に固定的に設けられた矩形ブロック
を含み、前記矩形ブロックの左側面には前後対称の二つの従動輪が回転できるように設け
られ、前記支持枠には切断軸が回転できるように取り付けられ、前記切断軸の外周には切
断リールが固定的に設けられ、前記切断リールと二つの前記従動輪との間にはダイヤモン
ド切断線が取り付けられ、前記切断軸のうち右方へ延びた部分が前記支持枠と前記動力箱
の内壁を貫通して前記動力空間の中に入る。
【０００９】
更の技術プラン、前記昇降機構はベルト軸を含み、前記ベルト軸が前記動力箱の右側面に
回転できるように設けられ、前記ベルト軸のうち左方へ延びた部分が前記動力空間の中に
入り、前記作動空間の頂壁には左右対称の二つの第二金属カバーが固定的に設けられ、前
記第二金属カバーにはいずれもスライドブロックがスライドできるように連結され、前記
スライドブロックと前記第二金属カバーとの間にはいずれも第二バネが取り付けられ、二
つの前記スライドブロックの間には従動軸が回転できるように設けられ、前記作動空間の
頂壁には固定柱が固定的に設けられ、前記固定柱の左側には伝動軸が回転できるように連
結され、前記作動空間の上側には伝動空間が設けられ、前記伝動空間と前記作動空間との
間には連結空間が連通するように設けられ、前記伝動空間の右壁には横軸が回転できるよ
うに設けられ、前記ベルト軸と、前記従動軸と、前記伝動軸と前記横軸との間には第一ベ
ルトが取り付けられ、前記第一ベルトが前記連結空間を貫通している。
【００１０】
更の技術プラン、前記支持枠の上側面には第一ねじスリーブが固定的に設けられ、前記動
力箱の上側面には第二ねじスリーブが固定的に設けられ、前記作動空間と前記伝動空間と
の間の内壁には第一ねじボルトと第二ねじボルトとが回転できるように設けられ、前記第
一ねじボルトが前記第二ねじボルトの左側に位置し、前記第一ねじボルトと前記第二ねじ
ボルトとのうち上方へ延びた部分がいずれも前記伝動空間の中に入り、前記第一ねじボル
トの上側面には第一プーリーが固定的に設けられ、前記第二ねじボルトの外周には第二プ
ーリーが固定的に設けられ、前記第一プーリーと前記第二プーリーとの間には第二ベルト
が取り付けられ、前記第一ねじボルトと前記第二ねじボルトとのうち下方へ延びた部分が
いずれも前記作動空間の中に入り、前記第一ねじボルトと前記第一ねじスリーブとがねじ
山によって連結され、前記第二ねじボルトと前記第二ねじスリーブとがねじ山によって連
結され、前記第二ねじボルトの上側面には第三傘歯車が固定的に設けられ、前記横軸の左
側面には第四傘歯車が固定的に設けられ、前記第三傘歯車と前記第四傘歯車とが噛合して
いる。
【００１１】
更の技術プラン、前記動力機構は前記動力空間の右壁に固定的に設けられた第二モーター
を含み、前記第二モーターの左側には爪車部品が伝動できるように連結され、前記動力空
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間の左壁には歯車軸が回転できるように設けられ、前記歯車軸と前記爪車部品とが固定的
に連結され、前記歯車軸の外周には第二歯車が固定的に設けられ、前記切断軸の右側面に
は第三歯車が固定的に設けられ、前記第三歯車と前記第二歯車とが噛合しており、前記ベ
ルト軸の左側面には第四歯車が固定的に設けられ、前記第四歯車と前記爪車部品とが噛合
している。
【００１２】
更の技術プラン、前記水洗機構は水洗輪を含み、前記水洗輪が前記水洗空間の底壁に回転
できるように設けられ、前記水洗輪の頂面にはスポンジが固定的に設けられ、前記水洗空
間の底壁には第三モーターが固定的に嵌め込まれており、前記第三モーターと前記水洗輪
とが伝動できるように連結され、前記水洗輪の内壁には五つのガム排出穴が等間隔に配列
され、前記水洗空間の左右両側壁にはいずれも補助ブロックが固定的に設けられ、前記補
助ブロックの下側にはいずれも回転盤が回転できるように取り付けられ、前記回転盤の下
側にはブラシが固定的に取り付けられ、前記水洗空間の下側には廃棄物保存空間が連通す
るように設けられ、前記廃棄物保存空間の下側には汚水排出管が連通するように取り付け
られ、前記汚水排出管は外部と連通でき、前記汚水排出管の下側面には廃棄物排出バルブ
が固定的に設けられ、前記廃棄物保存空間の右側には液体注入管が連通するように設けら
れ、前記液体注入管が外部と連通しており、前記液体注入管のうち外部に位置する部分に
は液体注入バルブが固定的に取り付けられている。
【発明の効果】
【００１３】
本願発明は単結晶棒の切断工程と水洗脱ガム工程とを一つにし、単結晶棒の加工をより簡
単にし、労働力も節約でき、挟み機構は単結晶棒をきつく挟むことができるため、単結晶
棒を安定に切断でき、移動機構は一回単結晶棒が切断された後に自動的に切断位置に単結
晶棒を送ることができ、切断工程をより高効率にし、切断機構と昇降機構と動力機構とが
互いに連動でき、一つのモーターだけで下方への切断と切断の止めと上方への切断とを制
御でき、本願発明装置を安定で頼もしくする一方、コストを有効に抑え、動力機構の水洗
脱ガム機能は改良程度が高く、水洗輪とガム排出穴とがガムによる塞ぎを防止できる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
下記に図１～４をあわせて本願発明について詳しく説明し、便利に説明するために、下記
の方向を以下のように規定する：図１は本願発明装置の正面図であり、以下に述べる上下
左右前後の方向と図１の自身投影関係の上下左右前後の方向とが一致である。
【００１５】
【図１】図１は本願発明の内部全体構成略図
【図２】図２は本願発明のダイヤモンド切断線の取り付け略図
【図３】図３は図１のＡ―Ａ方向の略図
【図４】図４は図１のＢの拡大略図
【発明を実施するための形態】
【００１６】
図１～４を参照し、本願発明の単結晶産品用調節可能な切断水洗脱ガム装置は、本体１２
を含み、前記本体１２の中には作動空間１１が設けられ、前記作動空間１１の中には挟み
柱１８が設けられ、前記挟み柱１８の外周には単結晶棒１３を固定できる挟み機構１０１
が設けられ、前記挟み柱１８の下側には支持ブロック１７が固定的に設けられ、前記作動
空間１１の底壁にはスライド板１６がスライドできるように設けられ、前記支持ブロック
１７が前記スライド板１６に固定的に設けられ、前記作動空間１１の下側のうち左のとこ
ろには移動溝１５が形成され、前記移動溝１５の中には前記スライド板１６の左右へのス
ライドを制御できる移動機構１０２が設けられ、前記作動空間１１の頂壁には左右対称の
二つの第一金属カバー２０がヒンジによって連結され、前記作動空間１１の中には支持枠
２３と動力箱２９とが設けられ、前記支持枠２３と前記動力箱２９の頂面にはいずれもス
ライドロッド２２がヒンジによって連結され、二つの前記スライドロッド２２が左右対称
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であり、前記スライドロッド２２がいずれも前記第一金属カバー２０とスライドできるよ
うに連結され、前記スライドロッド２２の頂面と前記第一金属カバー２０との間にはいず
れも第一バネ２１が取り付けられ、前記支持枠２３の下側には前記単結晶棒１３を円形シ
ート状に切断できる切断機構１０３が設けられ、前記動力箱２９の右側には前記動力箱２
９と前記支持枠２３との上下移動を制御できる昇降機構１０４が連結され、前記動力箱２
９の中には動力空間３５が設けられ、前記動力空間３５の中には前記切断機構１０３と前
記昇降機構１０４とに動力を提供できる動力機構１０５が設けられ、前記作動空間１１の
下側のうち右のところには水洗空間５７が連通しており、前記水洗空間５７の中には切断
された前記単結晶棒１３の単結晶円形シートを受けて水洗脱ガムすることができる水洗機
構１０６が設けられている。
【００１７】
前記挟み機構１０１は固定カバー７３を含み、前記固定カバー７３が前記挟み柱１８の外
周に固定的に設けられ、前記固定カバー７３の左側には上下対称の二つのシリンダー７５
が固定的に設けられ、前記シリンダー７５の右側にはいずれも押し動かしロッド７４が伝
動できるように連結され、前記押し動かしロッド７４のうち右方へ延びた部分がいずれも
前記固定カバー７３の内壁を貫通しており、前記押し動かしロッド７４のうち右方へ延び
た部分の右側面にはいずれも第一連結ロッド７６がヒンジによって連結され、前記第一連
結ロッド７６のもう一側面にはいずれも第二連結ロッド７７がヒンジによって連結され、
前記第二連結ロッド７７の曲がった部分がいずれも前記挟み柱１８とヒンジによって連結
され、前記第二連結ロッド７７の曲がった部分の右側面にはいずれも挟みカバー７８が固
定的に設けられ、前記作動空間１１の底壁には補助台１４が固定的に設けられ、前記補助
台１４が前記挟み柱１８の右側に位置し、
前記シリンダー７５の作動によって前記押し動かしロッド７４を右方へ移動させることが
でき、これによって前記挟みカバー７８が前記単結晶棒１３をきつく挟むことができ、前
記補助台１４が前記単結晶棒１３を支持できる。
【００１８】
前記移動機構１０２は第一モーター１９を含み、前記移動溝１５の下側には歯車空間８０
が連通しており、前記第一モーター１９が前記歯車空間８０の底壁に固定的に嵌め込まれ
ており、前記歯車空間８０の中には第一傘歯車８１が設けられ、前記第一傘歯車８１と前
記第一モーター１９とが伝動できるように連結され、前記歯車空間８０の後壁には短軸７
９が回転できるように設けられ、前記短軸７９の外周には第二傘歯車８２と第一歯車８３
とが固定的に設けられ、前記第一歯車８３が前記第二傘歯車８２の後側に位置し、前記第
二傘歯車８２と前記第一傘歯車８１とが噛合しており、前記第一歯車８３のうち上方へ延
びた部分が移動溝１５の中に入り、前記スライド板１６の下側面には歯が付いており、前
記第一歯車８３と前記スライド板１６の下側面とが噛合しており、
前記第一モーター１９が作動し前記短軸７９を回転させることができ、これによって前記
第一歯車８３が前記スライド板１６を左右にスライドさせることができる。
【００１９】
前記切断機構１０３は前記動力箱２９の左側面に固定的に設けられた矩形ブロック２８を
含み、前記矩形ブロック２８の左側面には前後対称の二つの従動輪２７が回転できるよう
に設けられ、前記支持枠２３には切断軸２４が回転できるように取り付けられ、前記切断
軸２４の外周には切断リール２５が固定的に設けられ、前記切断リール２５と二つの前記
従動輪２７との間にはダイヤモンド切断線２６が取り付けられ、前記切断軸２４のうち右
方へ延びた部分が前記支持枠２３と前記動力箱２９の内壁を貫通して前記動力空間３５の
中に入り、
前記切断軸２４の回転によって前記切断リール２５を回転させることができ、これによっ
て前記ダイヤモンド切断線２６が動力を伝達でき、これによって前記ダイヤモンド切断線
２６が切断作業を行うことができる。
【００２０】
前記昇降機構１０４はベルト軸３６を含み、前記ベルト軸３６が前記動力箱２９の右側面
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に回転できるように設けられ、前記ベルト軸３６のうち左方へ延びた部分が前記動力空間
３５の中に入り、前記作動空間１１の頂壁には左右対称の二つの第二金属カバー５４が固
定的に設けられ、前記第二金属カバー５４にはいずれもスライドブロック５３がスライド
できるように連結され、前記スライドブロック５３と前記第二金属カバー５４との間には
いずれも第二バネ５５が取り付けられ、二つの前記スライドブロック５３の間には従動軸
７２が回転できるように設けられ、前記作動空間１１の頂壁には固定柱３９が固定的に設
けられ、前記固定柱３９の左側には伝動軸４０が回転できるように連結され、前記作動空
間１１の上側には伝動空間７１が設けられ、前記伝動空間７１と前記作動空間１１との間
には連結空間５６が連通するように設けられ、前記伝動空間７１の右壁には横軸５１が回
転できるように設けられ、前記ベルト軸３６と、前記従動軸７２と、前記伝動軸４０と前
記横軸５１との間には第一ベルト３８が取り付けられ、前記第一ベルト３８が前記連結空
間５６を貫通しており、
前記ベルト軸３６の回転によって前記第一ベルト３８が動力を伝達でき、これによって前
記横軸５１を回転させることができ、前記ベルト軸３６が下方へ移動するとき、前記従動
軸７２が前記第二バネ５５の弾力によって同時に下方へ移動することができ、この時にま
だ前記第一ベルト３８が動力を伝達できる。
【００２１】
前記支持枠２３の上側面には第一ねじスリーブ４２が固定的に設けられ、前記動力箱２９
の上側面には第二ねじスリーブ４７が固定的に設けられ、前記作動空間１１と前記伝動空
間７１との間の内壁には第一ねじボルト４３と第二ねじボルト４８とが回転できるように
設けられ、前記第一ねじボルト４３が前記第二ねじボルト４８の左側に位置し、前記第一
ねじボルト４３と前記第二ねじボルト４８とのうち上方へ延びた部分がいずれも前記伝動
空間７１の中に入り、前記第一ねじボルト４３の上側面には第一プーリー４４が固定的に
設けられ、前記第二ねじボルト４８の外周には第二プーリー４６が固定的に設けられ、前
記第一プーリー４４と前記第二プーリー４６との間には第二ベルト４５が取り付けられ、
前記第一ねじボルト４３と前記第二ねじボルト４８とのうち下方へ延びた部分がいずれも
前記作動空間１１の中に入り、前記第一ねじボルト４３と前記第一ねじスリーブ４２とが
ねじ山によって連結され、前記第二ねじボルト４８と前記第二ねじスリーブ４７とがねじ
山によって連結され、前記第二ねじボルト４８の上側面には第三傘歯車４９が固定的に設
けられ、前記横軸５１の左側面には第四傘歯車５０が固定的に設けられ、前記第三傘歯車
４９と前記第四傘歯車５０とが噛合しており、
前記横軸５１の回転によって前記第二ねじボルト４８が動力を伝達でき、これによって前
記第二ベルト４５が動力を伝達でき、これによって前記第一ねじボルト４３を回転させる
ことができ、前記第一ねじボルト４３と前記第二ねじボルト４８とが同時に回転すること
によって、前記第一ねじスリーブ４２と前記第二ねじスリーブ４７とを同時に上下に移動
させることができ、これによって前記支持枠２３と前記動力箱２９とを同時に上下に移動
させることができ、これによって前記切断機構１０３は下方へ切断作業を行うことができ
る。
【００２２】
前記動力機構１０５は前記動力空間３５の右壁に固定的に設けられた第二モーター３３を
含み、前記第二モーター３３の左側には爪車部品３２が伝動できるように連結され、前記
動力空間３５の左壁には歯車軸３１が回転できるように設けられ、前記歯車軸３１と前記
爪車部品３２とが固定的に連結され、前記歯車軸３１の外周には第二歯車３０が固定的に
設けられ、前記切断軸２４の右側面には第三歯車４１が固定的に設けられ、前記第三歯車
４１と前記第二歯車３０とが噛合しており、前記ベルト軸３６の左側面には第四歯車３４
が固定的に設けられ、前記第四歯車３４と前記爪車部品３２とが噛合しており、
前記第二モーター３３が逆回転するとき、前記ベルト軸３６を逆回転させることができ、
これによって前記支持枠２３と前記動力箱２９とを上方へ移動させることができ、前記第
二モーター３３が正回転するとき、前記ベルト軸３６を正回転させることができると同時
に、前記歯車軸３１を回転させることができ、前記歯車軸３１が回転し前記切断軸２４を
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回転させることができ、これによって下方へ切断作業を行うことができる。
【００２３】
前記水洗機構１０６は水洗輪６２を含み、前記水洗輪６２が前記水洗空間５７の底壁に回
転できるように設けられ、前記水洗輪６２の頂面にはスポンジ６１が固定的に設けられ、
前記水洗空間５７の底壁には第三モーター６４が固定的に嵌め込まれており、前記第三モ
ーター６４と前記水洗輪６２とが伝動できるように連結され、前記水洗輪６２の内壁には
五つのガム排出穴６３が等間隔に配列され、前記水洗空間５７の左右両側壁にはいずれも
補助ブロック５８が固定的に設けられ、前記補助ブロック５８の下側にはいずれも回転盤
５９が回転できるように取り付けられ、前記回転盤５９の下側にはブラシ６０が固定的に
取り付けられ、前記水洗空間５７の下側には廃棄物保存空間６５が連通するように設けら
れ、前記廃棄物保存空間６５の下側には汚水排出管６６が連通するように取り付けられ、
前記汚水排出管６６は外部と連通でき、前記汚水排出管６６の下側面には廃棄物排出バル
ブ６７が固定的に設けられ、前記廃棄物保存空間６５の右側には液体注入管６８が連通す
るように設けられ、前記液体注入管６８が外部と連通しており、前記液体注入管６８のう
ち外部に位置する部分には液体注入バルブ６９が固定的に取り付けられ、
前記液体注入管６８によって前記廃棄物保存空間６５と前記水洗空間５７とに水と脱ガム
剤とを注入でき、前記汚水排出管６６によって汚水を排出でき、前記第三モーター６４の
作動によって前記水洗輪６２を回転させることができ、これによって水洗脱ガムすること
ができ、前記ガム排出穴６３は脱ガムによる廃棄物を濾過し前記廃棄物保存空間６５の中
に落とすことができ、前記スポンジ６１は緩衝機能を持っている。
【００２４】
使用時に、単結晶棒１３の右側を補助台１４に置き、単結晶棒１３の左側を二つの挟みカ
バー７８の間に置き、シリンダー７５を始動し、挟みカバー７８が単結晶棒１３をきつく
挟むことができ、液体注入バルブ６９を開け、水洗空間５７と廃棄物保存空間６５との中
に水と脱ガム剤とを注入し、第三モーター６４を始動し、水洗輪６２が回転し水洗を行い
、このとき、第二モーター３３を正回転させ、第二モーター３３が正回転することでベル
ト軸３６を正回転させることができると同時に、歯車軸３１を回転させることができ、歯
車軸３１が切断軸２４を回転させることができ、切断軸２４が回転し切断リール２５を回
転させることができ、これによってダイヤモンド切断線２６が動力を伝達でき、これによ
ってダイヤモンド切断線２６が切断作業を行うことができ、ベルト軸３６の回転によって
第一ベルト３８が動力を伝達でき、これによって横軸５１を回転させることができ、ベル
ト軸３６が下方へ移動するとき、従動軸７２が第二バネ５５の弾力によって同時に下方へ
移動することができ、この時にまだ第一ベルト３８が動力を伝達でき、横軸５１の回転に
よって第二ねじボルト４８が動力を伝達でき、これによって第二ベルト４５が動力を伝達
でき、これによって第一ねじボルト４３を回転させることができ、第一ねじボルト４３と
第二ねじボルト４８とを同時に回転させ、第一ねじスリーブ４２と第二ねじスリーブ４７
とを同時に上下に移動させることができ、これによって支持枠２３と動力箱２９とを同時
に上下に移動させることができ、これによって下方へ切断作業を行うことができ、切断完
了後、第二モーター３３を逆回転させれば、切断は止められ、支持枠２３と動力箱２９と
が同時に上方へ移動し、第一モーター１９を始動し、第一モーター１９の作動により短軸
７９を回転させることができ、これによって第一歯車８３がスライド板１６を連動させて
右方へ一定距離をスライドさせることができ、完了後再び第二モーター３３を正回転させ
、二次切断を行う。
【００２５】
本願発明の有益効果は：本願発明は単結晶棒の切断工程と水洗脱ガム工程とを一つにし、
単結晶棒の加工をより簡単にし、労働力も節約でき、挟み機構は単結晶棒をきつく挟むこ
とができるため、単結晶棒を安定に切断でき、移動機構は一回単結晶棒が切断された後に
自動的に切断位置に単結晶棒を送ることができ、切断工程をより高効率にし、切断機構と
昇降機構と動力機構とが互いに連動でき、一つのモーターだけで下方への切断と切断の止
めと上方への切断とを制御でき、本願発明装置を安定で頼もしくする一方、コストを有効
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に抑え、動力機構の水洗脱ガム機能は改良程度が高く、水洗輪とガム排出穴とがガムによ
る塞ぎを防止できる。
【００２６】
本分野の技術者が明確できるのは、本願発明の総体精神や発想から離脱しない場合で、以
上の実施例に各種な変形ができ、それらの変形がすべて本願発明の保護範囲にある。本願
発明の保護方案は本願発明の権利要求書を標準とすべきである。
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